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 2016 年２月 12日 各      位   会 社 名   石 原 産 業 株 式 会 社             代表者名  代表取締役社長   田中 健一 コード番号 4028 東証第一部  問合せ先    取締役財務本部長 寺 川 佳 成            （TEL．06－6444－1850）   
機構改革及び人事異動に関するお知らせ （2016 年２月 10 日付）   １． 機構改革 (1) 「事業戦略室」は、中長期的な事業戦略の企画・立案並びに全社的戦略案件の開発段階の推進及び実行段階の推進支援を担当してきたが、今後は、各本部が、管掌する事業について主体的に戦略を検討・推進する体制とする。これに伴い、「事業戦略室」は解組する。 (2) 「開発企画研究本部」（無機部門）の喫緊の課題である収益力のある高付加価値商品の創出を強力に推進することを主眼に、次の通り「開発企画研究本部」の組織を再編する。 ① 有機分野と無機分野の融合を図り、これら事業領域の垣根を越えて既成概念にとらわれない斬新なアイデアで新規事業を早期に創出するため、「新規事業企画開発部」を新設する。 ② 「四日市工場エンジニアリング部」を「生産技術開発部」に統合し、同部は「プロセス開発グループ」、「エンジニアリンググループ」、「中間実験グループ」で構成する。 ③ 「開発企画・統轄部」を「開発統轄部」に改称し、同部は「開発統轄グループ」、「開発事務管理グループ」で構成する。 (3) 農薬登録を早期かつ効率的に取得するため、バイオサイエンス営業本部「登録部」に「登録管理グループ」を新設する。 また、「除草剤グループ」、「殺虫剤グループ」、「殺菌剤グループ」は「登録グループ」に一元化する。 (4)中央研究所では創薬スピードの向上・新規技術の早期創生を目指しており、その進捗管理の強化を目的に「研究管理部」内のグループを再編し、「研究企画グループ」、「研究支援グループ」、「知財グループ」とする。 (5)四日市工場における酸化チタンの生産体制をより効率的な体制へと再構築するため、「硫酸法酸化チタン生産部」と「塩素法酸化チタン生産部」を統合し、「酸化チタン生産部」に再編する。同部は、「硫酸法グループ」、「塩素法グループ」、「仕上グループ」、「工程管理グループ」、「プロセス改善・技術グループ」で構成する。 (6)「総務本部」と「社長室人事部」を統合し、「総務人事本部」を新設する。同本部は、「総務部」、「人事部」、「秘書部」、「東京総務部」で構成する。     
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２． 役員等の異動 氏 名 新 旧 田中 健一 代表取締役社長 社長執行役員 総務人事本部長 代表取締役社長 社長執行役員 総務本部長 兼 事業戦略室長 木村 博 参与 総務人事本部副本部長 兼 人事部長 参与 総務本部副本部長 兼 社長室人事部長 
 ３．主要管理職の異動 氏 名 新 旧 高橋 靖 四日市工場酸化チタン生産部付部長（プロセス改善・技術担当） 四日市工場エンジニアリング部長 丸林 裕史 四日市工場機能材料生産部統轄部長  四日市工場塩素法酸化チタン生産部統轄部長 兼 機能材料生産部長 荒木 孝明 中央研究所安全科学研究室長 バイオサイエンス営業本部登録部長 藤井 康弘 バイオサイエンス営業本部登録部長 中央研究所安全科学研究室長 明田 功 経営企画管理本部情報システム部長 開発企画研究本部開発企画・統轄部長 浅野 俊介 四日市工場酸化チタン生産部長 四日市工場硫酸法酸化チタン生産部長 石川 俊夫 中央研究所研究管理部付部長（研究企画担当） 中央研究所製剤研究室長 木原 英則 経営企画管理本部管理部長 経営企画管理本部管理部部長補佐 菊池 明彦 法務本部法務部長 法務本部法務部部長補佐 宮崎 裕光 開発企画研究本部新規事業企画開発部長 経営企画管理本部情報システム部部長補佐 安東 孝芳 中央研究所工業化研究室長 中央研究所工業化研究室室長補佐 磯部 薫 四日市工場無機品質管理部付部長 開発企画研究本部商品開発部長 西山 良夫 四日市工場総務部長 四日市工場総務部部長補佐 
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氏 名 新 旧 渡辺 満 開発企画研究本部商品開発部長 開発企画研究本部商品開発部部長補佐（新規材料開発担当） 津郷 佳治 開発企画研究本部開発統轄部長 開発企画研究本部開発企画・統轄部部長補佐 
 

 以上 


